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議会です。
よい人、よい町、よい政治。 議員が編集した手づくり広報紙

こんにちは

MIMATA



　　

平成26年度予算の総額

▲平成 30 年度の施政方針を述べる木佐貫町長
　
今
年
は
、
町
制
施
行
70
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
年
間
の
行
事
を
通
じ
て
、

伝
統
あ
る
自
然
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
三
股
町
」
の
町
政
を
担
っ
て
い
き
、「
自
立

と
協
働
で
創
る
元
気
な
ま
ち
三
股
」
を
実
現
す
る
た
め
、
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
掲
げ
努
力
し
て
い
き
た
い
。

町
長
施
政
方
針
表
明

会計名
予算年度 平成30年度予算額

一般会計	 103億円

特別会計

国民健康保険事業会計 28億6865万7千円

後期高齢者医療保険特別会計 2 億 6728 万 6千円

介護保険特別会計 22億5841万2千円

介護保険サービス事業特別会計 1727万9千円

梶山地区農業集落排水事業特別会計 4967万9千円

宮村南部地区農業集落排水事業特別会計 3740万円

公共下水道事業特別会計 7億9640万2千円

企業会計 (収益的収入 )

水道事業会計 4億2551万5千円

平成30年度予算額

2

平成30年度
新年度予算決まる

町
議
会
で
は
、３
月
議
会
を
３
月
１
日
か
ら
22
日
間
で
開
催
し
た
。今
回
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、27
議
案
、意
見

書
1
件
、諮
問
１
件
で
、各
常
任
委
員
会
に
議
案
を
付
託
し
審
議
し
た
。議
案
の
主
な
も
の
は
、条
例
の
一
部
改
正
10
議
案
、

29
年
度
補
正
予
算
5
議
案
、30
年
度
予
算
9
議
案
と
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　

３月定例会



　　

人
事
案
件

副
町
長

西村 尚彦氏（再）

▼
全
会
一
致
で
同
意

人
権
擁
護
委
員

黒木 正弘氏（新）

▼
全
会
一
致
で
可
決

3

議案番号 議　案　名
結
　
果

森 

正
太
郎

楠
原 

更
三

福
田 

新
一

池
邉 

美
紀

堀
内 

義
郎

内
村 

立
𠮷

福
永 

葊
文

指
宿 

秋
廣

重
久 

邦
仁

池
田 

克
子

山
中 

則
夫

８号 三股町介護保険条例の一部を改正す
る条例

可
決 ○ ○ ○ 議 

長 

職 

の 

た 

め 

表 

決 

に 

は 

参 

加 

し 

な 

い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19号 平成30年度三股町国民健康保険特別
会計予算

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21号 平成30 年度三股町介護保険特別会計
予算

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上記以外の議案第3号から第7号、第9号から第18号、第20号、第22号から第29号、諮問第1号、意見書第1号については、全会一
致のため未記載としております。

平成 30 年 第２回３月定例会 表決結果
○は賛成　○は反対　―は欠席　　　※議長は可否同数の場合を除き、表決には加わりません。賛 反

賛賛賛賛賛賛賛賛賛反

賛賛賛賛賛賛賛賛賛反

賛賛賛賛賛賛賛賛賛反

５つのプロジェクト（主な取組)
少子・高齢化すくすくプロジェクト 産業いきいきプロジェクト 街むらわいわいプロジェクト

中学生の入院医療費の無料化を
１０月から実施予定

六次産業ブランド化
（ふるさと納税活用)

東原団地Ｂ棟の建設に着手

エコクリーンさわやかプロジェクト スポーツ・文化わくわくプロジェクト

老朽化した衛生センターの更新事業 旭ヶ丘運動公園整備



　

堀内　義郎議員… …………… 5p掲載
　①米生産調整廃止について
　②放課後児童クラブ事業の今後は
　③ゴマ生産量の拡大を

楠原　更三議員… …………… 6p掲載
　①70周年記念事業の目的は
　②地域づくり推進事業について
　③人材バンクの活用を
　④歴史的景観整備事業について

内村　立𠮷議員… …………… 7ｐ掲載
　①平成30年度職員採用試験は
　②畜産（和牛生産）について

池田　克子議員… …………… 8ｐ掲載
　①小・中学生にもＡＥＤの実践教育を
　②水道事業の現状と将来の見通しは

指宿 秋廣議員… ……………… 9ｐ掲載
　①衛生センター廃止での検討は
　②介護用品支給の見直しは
　③部活動の体育施設利用を優先に
　④サブ体育館又は武道場の建設を

森　正太郎議員… ………… 10ｐ掲載
　①憲法９条改定について
　②子育て支援について
　③集団フッ化物洗口について
　④民泊規制条例について

重久　邦仁議員… ………… 11ｐ掲載
　①救急隊設置は
　②選挙公報について
　③旭ヶ丘運動公園の山林用地交渉は
　④絵で見る三股町のくらしを作成しては
　⑤町民の平均所得金額は

福田　新一議員… ………… 12ｐ掲載
　①平成30年度施政方針について
　②旭ヶ丘運動公園について
　③民泊新法について
　④介護保険料について

３
月
議
会
一
般
質
問

ここが聞きたい

一般質問

議員個人が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町
長などに求め町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員がチェッ
クするものです。

一般質問とは
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一般質問

米生産調整廃止について

諸問題あり
支援事業拡充を行った

質
　
問

農
業
振
興
課
長

　

堀 内　義 郎  議 員

水
利
用
や
無
作
為
な
作

付
け
、
土
地
の
貸
借
・
集
積
崩
壊
や
交
付

金
廃
止
に
伴
う
組
織
の
運
用
上
の
課
題
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
今
後
の
取
組
み
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
根
幹
と
し
た
上
で「
産

地
づ
く
り
支
援
事
業
」の
内
容
を
見
直
し
、

拡
充
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
休
耕
田
に
お
い
て
※
Ｗ

Ｃ
Ｓ
加
工
用
米
、
飼
料
用
米
等
の
水
利
用

を
必
要
と
す
る
作
物
と
、
甘
藷
、
サ
ト
イ

モ
の
団
地
化
を
図
る
。

　
ま
た
、
主
食
用
米
作
付
け
要
望
者
に
対

す
る
交
換
事
業
を
推
進
す
る
地
域
営
農
集

団
に
推
進
費
を
支
払
い
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。

法
的
な
罰
則
は
な
い

が
、
協
力
を
得
て
地
域
営
農
集
団
の
方
々

に
と
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
た
い
。

県
試
算
の
生
産
減
少

額
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
最
大
48
・
９
億
円
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
で
最
大
52
・
４
億
円
、
計

１
０
１・
３
億
円
と
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

で
豚
肉
、
林
産
物
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
で
牛
肉
、

豚
肉
の
影
響
が
大
き
い
と
み
て
い
る
。

　
県
試
算
を
照
合
す
る
と
本
町
は
、
肉
用

牛
、
養
豚
、
林
産
業
の
影
響
が
危
惧
さ
れ

る
。
国
・
県
の
施
策
を
注
視
し
つ
つ
、
生

産
コ
ス
ト
低
減
、
品
質
向
上
、
経
営
基
盤

強
化
等
の
対
策
を
講
じ
た
い
。

平
成
29
年
３
月
１
日
現
在
の

利
用
者
数
は
４
８
９
名
で
あ
っ
た
。

　
平
成
30
年
度
は
５
２
０
名
受
け
入
れ
る

予
定
で
あ
り
、
今
後
は
利
用
希
望
者
が
増

え
る
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
に
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
社
会
福

祉
法
人
等
へ
の
委
託
も
検
討
し
、
体
制
を

整
備
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
。

生
産
の
質
・
量
の
安
定

供
給
を
促
す
た
め
、「
産
地
づ
く
り
支
援

事
業
」に「
産
地
形
成
支
援
事
業
」の
内
容

を
盛
り
込
み
、
新
規
参
入
者
の
促
進
、
栽

培
面
積
の
拡
大
、
反
収
増
、
栽
培
意
欲
を

促
す
取
組
み
を
実
施
す
る
。

10
ａ
当
た
り
の
基
準
生
産
数
量
を
設

け
、
生
産
量
を
栽
培
面
積
に
換
算
し
増
反

ご
と
に
交
付
金
を
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

※
Ｗ
Ｃ
Ｓ

　

�

発
酵
粗
飼
料
稲

※
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

　

�

水
田
に
お
い
て
年
毎
に
水
稲
地
域
と
非

水
稲
地
域
を
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
、
回
転
さ

せ
る
こ
と
。

※
Ｅ
Ｐ
Ａ

　

�

欧
州
連
合
経
済
連
携
協
定

※
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

　

�

米
国
を
除
く
11
カ
国
に
よ
る
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
の
通
称
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
今
後
は

米
生
産
調
整
廃
止
に
伴
い
、昨

年
10
月
ま
で
に
は
方
向
性
を
出

し
た
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。廃
止

に
よ
る
影
響
と
今
後
の
取
組
み

を
ど
う
す
る
の
か
。

問農
業
振
興
課
長

※

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
根
幹
と
す
る
が
、守
ら
な
か
っ

た
場
合
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

問

本
町
の
農
林
業
に
お
い
て
、

※
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
発
効
に
よ

る
影
響（
試
算
）と
対
策
は
取
ら

れ
る
の
か
。

問 農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

利
用
者
数
の
現
状
と
今
後
の

推
移
は
ど
う
な
の
か
。

問

今
後
の
計
画
と
利
用
サ
ー
ビ

ス
の
在
り
方
は
ど
う
な
の
か
。

問ゴ
マ
生
産
量
の
拡
大
を

ゴ
マ
生
産
量
の
拡
大
へ
の
新

た
な
支
援
策
と
は
具
体
的
に
ど

う
い
う
こ
と
か
。

問農
業
振
興
課
長

5



一般質問

　

楠 原　更 三  議 員

70周年記念事業の目的は

郷土愛を育み、誇りを持つこと

質
　
問

町
　
長

節
目
の
年
に
、
町
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
未
来
に
向
か
っ
て
町
の
繁
栄
を
願

う
こ
と
。
ま
た
町
民
の
皆
さ
ん
に
周
知
す

る
こ
と
で
、
郷
土
愛
を
育
み
、
郷
土
に
誇

り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
。

こ
の
事
業
を
通
し
て
地

域
に
愛
着
が
生
ま
れ
、
眠
っ
て
い
た
新
た

な
資
源
の
発
見
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
ま

た
三
股
に
残
り
た
い
・
帰
り
た
い
と
考
え

る
子
供
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

郷
土
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
を

持
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
町

づ
く
り
に
活
用
し
て
い
く
。
町
史
は
町
の

財
産
で
あ
り
、
未
来
へ
の
贈
り
物
で
あ
る

と
考
え
る
。

「
自
立
と
協
働
で
創
る
元
気
な
ま

ち
三
股
町
」の
協
働
の
理
念
の
実
践
で
あ

る
。
町
民「
み
ん
な
で
」と
の
思
い
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

８
つ
の
団
体
が
申
請
さ

れ
、全
て
の
事
業
が
承
認
さ
れ
た
。

周
知
の
仕
方
は
十
分
で
は
な
か
っ

た
。
ど
ん
な
団
体
が
ど
ん
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
結
果
は
ど

う
な
の
か
を
伝
え
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
。今
後
十
分
に
検
討
す
る
。

講
師
と
し
て
36
人
、
活
動
団

体
と
し
て
66
団
体
、
小
中
学
校
の
サ
ポ
ー

ト
の
面
で
は
48
団
体
、
個
人
は
１
０
０
人

以
上
を
登
録
し
て
い
る
。
今
後
は
生
涯
学

習
の
講
師
に
つ
い
て
も
発
掘
に
努
め
た

い
。

地
域
づ
く
り
推
進
事
業

に
応
募
す
る
よ
う
な
人
材
を
町
が
育
成
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
地
域
づ
く
り

の
後
継
者
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
あ
る
が
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
と
、
時
間
を

掛
け
る
必
要
が
あ
る
。
予
算
や
内
容
を
含

め
関
係
課
と
協
議
し
た
い
。

今
後
20
年
間
の
基
本
的

な
方
針
を
定
め
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
中
に
、「
町
の
歴
史
や
風
格
が
感

じ
ら
れ
る
集
落
景
観
」と
い
う
表
現
で
記

載
を
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
三
股
町

景
観
計
画
を
策
定
す
る
。
具
体
的
な
地
区

や
内
容
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
の
業

務
の
中
で
検
討
す
る
。

町
制
施
行
記
念
事
業
の
目
的

と
波
及
効
果
は
。

問
町
史
編
さ
ん
に
か
け
る
思
い
は
。

問地
域
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

こ
の
事
業
に
対
す
る
思
い
は
。

問

平
成
29
年
度
の
実
施
状
況
は
。

問

実
施
団
体
の
活
動
に
つ
い
て

の
周
知
状
況
は
。

問人
材
バ
ン
ク
の
活
用
を

地
域
の
活
性
化
に
は
人
材
が

欠
か
せ
な
い
。総
合
戦
略
に
人
材

バ
ン
ク
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が

そ
の
実
態
は
。

問

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

問

歴
史
的
景
観
整
備
事
業
に
つ
い
て

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
整

備
事
業
を
通
し
て
、三
股
ら
し
さ

を
表
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

問

▲三股町都市計画マスタープラン
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一般質問

　

内 村　立 吉  議 員

平成30年度職員採用試験は

問題集を選択できる

質
　
問

総
務
課
長

　

平
成
30
年
度
は
統
一
試
験

を
７
月
と
９
月
の
計
２
回
実
施
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
高
卒
程
度
等
の

学
歴
別
の
教
養
試
験
に
な
っ
て
い
た
が
学

歴
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
自
治
体
の
求
め
る

人
材
像
、
重
視
す
る
能
力
、
受
験
者
層
等

に
応
じ
て
問
題
集
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
問
題
集
は
問
題
の
種
類
と
難
度
に

よ
っ
て
３
タ
イ
プ
５
種
類
用
意
さ
れ
て
い

る
。

　
都
城
市
が
導
入
し
た
総
合
能
力
試
験
は

実
施
し
な
い
。平

成
30
年
度
の
新
規
採
用

職
員
数
は
総
数
５
名
、
内
訳
は
一
般
事
務

４
名
、土
木
１
名
で
あ
る
。

試
験
に
つ
い
て
は
一
次
試

験
を
重
視
し
て
雇
用
の
均
等
と
い
う
こ
と

で
出
身
地
の
選
別
、
地
元
枠
と
い
う
も
の

は
も
う
け
て
い
な
い
。

公
務
員
の
不
祥
事
は
そ
の
自
治

体
、
及
び
職
員
の
信
頼
も
失
墜
さ
せ
る
ば

か
り
で
な
く
、
そ
の
自
治
体
の
名
誉
を
傷

つ
け
る
行
為
で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
事
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
も
綱
紀
粛
正
に
努
め
る
。

学
校
に
お
い
て
は
、
研
修
等
を

通
し
て
服
務
規
律
遵
守
の
観
点
か
ら
、
日

常
の
言
動
に
つ
い
て
、
相
互
に
指
摘
し
合

え
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。

　

今
後
も
研
修
の
充
実
、※
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
点
検
を

実
施
し
、
各
学
校
と
取
組
を
推
進
し
て
、

教
職
員
の
服
務
規
律
の
徹
底
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
め
る
。

平
成
21
年
度
７
万
７
７
０

７
頭
、平
成
28
年
度
６
万
１
５
１
６
頭
で

対
比
79
％
で
あ
る
。平

成
21
年
度
１
万
８
４
０

６
頭
、平
成
28
年
度
１
万
３
３
４
８
頭
で

対
比
72
％
で
あ
る
。平

成
28
年
度
希
望
売
却

に
至
ら
な
か
っ
た
頭
数
を
含
め
３
３
０
０

頭
で
あ
る
。

※
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト　
　

　

�

教
職
員
自
ら
が
服
務
規
律
の
遵
守
に
つ

い
て
自
己
点
検
す
る
シ
ー
ト
。
そ
の
結

果
を
各
学
校
で
集
約
し
課
題
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
改
善
策
を
協
議
す

る
。

都
城
市
が
職
員
採
用
試
験
に
総

合
能
力
試
験
を
用
い
て
行
っ
た
。

本
町
は
宮
崎
県
市
町
村
会
の

様
子
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
の

後
の
状
況
は
。

問

平
成
30
年
度
新
規
採
用
職
員

数
は
。

問

本
町
出
身
の
枠
を
も
う
け
る

地
元
採
用
枠
の
実
施
は
で
き
な

い
も
の
か
。

問

公
務
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
。

問畜
産（
和
牛
生
産
）に
つ
い
て

口
蹄
疫
前
年
の
県
内
の
和
牛

子
牛
取
引
頭
数
、平
成
28
年
度
県

内
和
牛
子
牛
頭
数
は
。

問農
業
振
興
課
長

口
蹄
疫
前
年
の
都
城
市
場
和

牛
子
牛
取
引
頭
数
、平
成
28
年
度

和
牛
子
牛
取
引
頭
数
は
。

問農
業
振
興
課
長

都
城
市
場
に
お
け
る
和
牛
子

牛
保
留
頭
数
は
。

問農
業
振
興
課
長

▲ JA 都城地域家畜市場
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一般質問

池 田　克 子  議 員
小・中学生にもＡＥＤの実践教
育を

学校と協議しながら検討したい

質
　
問

教
育
長

小
学
校
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

中
学
生
は
実
習
を
実
施
。
保
健
主
事
を
中

心
に
、
保
健
安
全
指
導
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。

基
本
的
な
学
習
内
容
が
き
ま
っ

て
い
る
の
で
、む
ず
か
し
い
面
が
あ
る
。今

後
、学
校
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

全
小
・
中
学
校
で
毎
年
１
回
実

施
。
講
師
は
消
防
署
か
ら
５
校
、
日
本
赤

十
字
社
が
１
校
。
養
護
教
諭
が
１
校
。
そ

れ
ぞ
れ
講
習
を
受
け
た
。

適
正
に
整
備
し
保
管
し
て
い
る
。

石
綿
管
の
布
設
状
況
は

平
成
29
年
度
で
２
㎞
の
残
。
10
年
間
で
11

㎞
の
布
設
替
え
を
実
施
し
た
管
路
更
新
率

は
０
・
54
％
で
あ
る
。

県
道
等
の
交
通
量
の
多

い
車
道
部
に
残
っ
て
い
る
た
め
、
計
画
的

な
布
設
替
え
が
進
ん
で
い
な
い
。

基
幹
管
路
の
耐
震
化
率

は
49
・
８
％
で
あ
る
が
、
今
後
も
積
極
的

に
耐
震
化
に
向
け
取
り
組
む
。

給
水
収
益
等
の
収
益
で

維
持
管
理
費
等
の
費
用
は
当
面
ま
か
な
え

る
と
思
う
。

突
然
の
心
停
止
か
ら
命
を
救

う
た
め
に
は
、心
肺
蘇
生
や
自
動

体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の

知
識
と
技
能
を
普
及
す
る
必
要

が
あ
り
、学
校
で
の
心
肺
蘇
生
教

育
は
、
そ
の
柱
と
な
る
。
学
習
指

導
要
領
の
保
健
分
野
に「
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
な
ど
の
実
習
を
通
し
て
応

急
手
当
て
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
」と
あ
る
。
児
童
生
徒
へ
の
現

状
と
今
後
の
方
向
性
は
。

問

さ
い
た
ま
市
で
は
、小
学
５
年

か
ら
学
習
さ
せ
、中
学
１
年
の
段

階
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含
む
心
肺

蘇
生
法
を
行
っ
て
い
る
。当
町
で

も
検
討
し
て
は
。

問

教
職
員
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
の

実
施
状
況
は
。

問

水
道
事
業
の
現
状
と
将
来
の
見
通
し

は

水
道
台
帳
は
、水
道
施
設
の
適

切
な
管
理
の
ほ
か
、計
画
的
な
施

設
の
更
新
・
災
害
対
応
等
、す
べ

て
の
基
礎
と
な
る
。台
帳
の
整
備

状
況
は
。

問

管
路
の
老
朽
化
が
年
々
上
昇

し
て
い
る
。石
綿
管
の
交
換
状
況

と
管
路
更
新
率
は
何
％
か
。

問環
境
水
道
課
長

石
綿
管
の
布
設
替
え
は
い
つ

ま
で
に
終
了
で
き
る
か
。

問

水
道
基
幹
管
路
の
耐
震
化
率

は
全
国
平
均
で
36
％
宮
崎
県
で
約

30
％
。
管
の
継
ぎ
目
に
伸
縮
性
を

持
た
せ
る
耐
震
化
の
進
捗
状
況
は
。

問

水
道
料
金
の
今
後
は
。

問

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長
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一般質問

指 宿　秋 廣  議 員

衛生センター廃止での検討は

整備方針を検討している

質
　
問

環
境
水
道
課
長

諮
問
委
員
は
、
町
で
選

定
し
て
、
今
市
地
区
か
ら
２
名
、
勝
岡
地

区
か
ら
２
名
、
勝
岡
・
山
新
土
地
改
良
区

か
ら
各
１
名
、
河
川
に
関
す
る
団
体
か

ら
１
名
、
行
政
機
関
か
ら
３
名
で
構
成
し

た
。

現
在
の
運
搬
ル
ー
ト
や

バ
キ
ュ
ー
ム
車
等
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の

聞
き
取
り
は
行
っ
て
い
る
。

　
業
務
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
打
ち
合

せ
し
て
い
な
い
。

支
給
金
額
は
、
現
状
維
持
の

月
額
６
千
円
で
、
支
給
方
法
は
、
電
話
で

生
活
状
況
を
聞
き
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送

で
交
付
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

介
護
保
険
の
条
件
が
あ
る
の

で
確
認
の
上
支
給
し
て
、
今
後
対
象
者
の

方
々
の
意
見
も
聞
き
検
討
し
た
い
。

11
市
町
村
が
申
し
込
み
順
、

６
市
町
有
料
優
先
、
４
町
村
が
部
活
動
優

先
、
３
市
町
が
調
整
会
議
、
１
市
が
抽
選

で
決
定
し
て
い
る
。

多
く
の
団
体
に
よ
る
有
効
活

用
を
考
え
て
い
る
。
受
益
者
の
負
担
の
観

点
か
ら
今
後
検
討
し
た
い
。

※
総
合
教
育
会
議
の
中
で
教
育
委

員
会
か
ら
意
見
等
が
な
い
。
部
活
動
の
仕

方
、
体
育
施
設
の
あ
り
方
、
施
設
が
必
要

か
ど
う
か
を
含
め
て
、
議
論
を
交
わ
し
た

い
。

※
総
合
教
育
会
議

　

�

地
方
公
共
団
体
の
長
と
教
育
委
員
会

（
教
育
委
員
）が
十
分
な
意
思
疎
通
を

図
り
、
地
域
の
教
育
課
題
等
に
つ
い
て

協
議
・
調
整
し
教
育
行
政
の
推
進
を
図

る
会
議
。

部
活
動
の
体
育
施
設
利
用
を
優
先
に

サ
ブ
体
育
館
又
は
武
道
場
の
建
設
を

衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、誘
致
さ
れ

て
で
き
た
施
設
で
は
な
か
っ
た
。

中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
集
約
す

る
こ
と
を
議
論
さ
れ
た
検
討
委
員

の
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問

今
回
の
件
で
、業
者
と
ど
の
よ

う
な
打
合
せ
を
し
て
い
る
か
。

問 環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

介
護
用
品
支
給
の
見
直
し
は

平
成
29
年
12
月
議
会
で
、質
問

し
た
介
護
用
品
支
給（
助
成
）は
、

平
成
30
年
度
か
ら
の
見
直
し
を

行
っ
た
か
。

問

な
ぜ
平
成
30
年
度
か
ら
の
見
直

し
を
行
わ
な
か
っ
た
か
。

問

本
町
の
体
育
施
設
は
有
料
利
用

者
優
先
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
為

に
中
学
校
の
部
活
動
に
制
約
が
起

こ
っ
て
い
る
。

県
内
の
他
の
自
治
体
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問

三
股
中
学
校
の
部
活
動
を
優
先

し
た
貸
し
出
し
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

問

中
学
校
に
は
、
３
学
年
同
時
に

集
会
を
行
う
場
所
が
な
い
。

授
業
や
学
校
の
行
事
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
施
設
の

検
討
は
で
き
な
い
か
。

問
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一般質問

森　 正太郎  議 員

憲法９条改定について

議論の推移を見守りたい

質
　
問

町
　
長

憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る

安
倍
首
相
案
に
つ
い
て
は
自
民
党
内
で
も

賛
否
が
わ
か
れ
て
お
り
、
各
種
世
論
調
査

で
も
賛
否
が
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

議
論
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

　
憲
法
９
条
で
は
、１
項
に
戦
争
の
放
棄
、

２
項
で
戦
力
の
不
保
持
を
う
た
っ
て
お

り
、
９
条
３
項
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
と

な
る
と
、
２
項
と
３
項
の
整
合
性
が
疑
問

と
の
声
が
あ
る
。

今
年
の
10
月
か
ら
入
院
医
療
費
の

助
成
を
中
学
生
ま
で
拡
大
し
、
小
学
生
の

通
院
医
療
費
の
助
成
を
創
設
す
る
。

小
学
生
の
通
院
医
療
費
助
成

は
現
物
給
付
で
、
１
診
療
報
酬
明
細
書
あ

た
り
自
己
負
担
１
０
０
０
円
。
た
と
え
ば

１
月
の
う
ち
に
歯
科
と
内
科
に
か
か
っ

た
場
合
、
歯
科
で
１
０
０
０
円
、
内
科
で

１
０
０
０
円
の
合
計
２
０
０
０
円
。

町
内
の
小
中
学
校
の
養
護
教
諭

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
薬
物
を
使
わ
ず

に
で
き
る
、
む
し
歯
予
防
教
育
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

需
要
が
限
定
的
な
た

め
、
制
限
が
必
要
な
区
域
は
無
い
と
考
え

て
い
る
。
法
律
施
行
後
、
問
題
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
。

安
倍
首
相
は
、昨
年
、２
０
２
０

年
の
憲
法
改
正
を
目
指
す
と
明
言

し
、憲
法
９
条
に
第
三
項
を
加
え
、

自
衛
隊
を
書
き
込
む
と
の
考
え
を

示
し
て
い
る
。

憲
法
９
条
に
書
き
込
も
う
と
し

て
い
る
自
衛
隊
は
、災
害
救
助
で

尽
力
す
る
自
衛
隊
で
は
な
く
、ア

メ
リ
カ
と
一
体
に
海
外
で
の
戦
争

を
可
能
に
す
る
軍
事
力
と
し
て
の

自
衛
隊
で
あ
り
、決
し
て
賛
成
で

き
な
い
。

こ
の
憲
法
改
定
、と
り
わ
け
９

条
を
壊
そ
う
と
い
う
動
き
に
つ
い

て
、町
長
の
所
感
を
た
ず
ね
る
。

問

子
育
て
支
援
を
町
の
魅
力
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
る
三
股
町
で
は
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
今
後
ど

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

問

助
成
の
詳
細
は
。

問

小
学
校
に
お
け
る
実
施
に
つ

い
て
は
、必
要
性
と
有
効
性
が
薄

く
、有
害
性
が
予
想
さ
れ
る
。

子
ど
も
の
虫
歯
予
防
の
た
め

に
は
、
は
み
が
き
指
導
の
徹
底

と
、虫
歯
が
多
い
子
ど
も
の
早
期

発
見
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

問

宿
泊
施
設
が
な
い
本
町
で
は
民

泊
実
施
を
期
待
す
る
声
が
あ
る
。

実
施
し
て
い
る
観
光
地
な
ど

で
は
騒
音
や
治
安
の
不
安
な
ど

問
題
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

民
泊
規
制
条
例
を
制
定
す
る

考
え
は
な
い
か
。

問

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

集
団
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

民
泊
規
制
条
例
に
つ
い
て
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一般質問

重 久　邦 仁  議 員

救急隊設置は

機会を通じて、要望したい

質
　
問

総
務
課
長

平
成
28
年
の
出
動
件
数
は
、
合
計

で
７
９
６
件
、そ
の
主
な
内
訳
は

◯
急

病
……
…
…
…
…
…
５
１
４
件

◯
一
般
負
傷
…
…
…
…
…
…
１
０
１
件

◯
交
通
事
故
…
…
…
…
…
…
…
…
79
件

で
あ
る
。

現
在
、
三
股
町
の
消
防
及
び

緊
急
業
務
は
、
都
城
市
消
防
局
南
署
・
北

署
が
管
轄
し
、
救
急
車
の
台
数
は
7
台
で

あ
る
。

　
救
急
車
の
現
場
到
着
ま
で
の
平
均
所
要

時
間
は
長
田
で
約
15
分
、
一
番
早
い
と
こ

ろ
が
稗
田
で
約
8
分
で
あ
る
。
管
内
で
は

平
均
所
要
時
間
20
分
を
超
え
る
地
域
が
8

地
域
程
あ
る
。

　

そ
の
時
間
短
縮
を
目
指
し
て
い
る
が
、

現
状
の
体
制
で
も
本
町
へ
の
分
署
設
置

は
、難
し
い
。

　
安
心
・
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
町

と
し
て
も
、
協
議
の
機
会
を
通
じ
て
、
要

望
し
て
い
く
。

町
長
選
挙
・
町
議
会
選
挙

の
告
示
日
か
ら
選
挙
期
日
ま
で
の
期
間
が

短
い
事
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
発
行
し

て
い
な
い
。

　
県
内
で
は
9
市
と
1
町
の
選
挙
で
実
施

し
て
い
る
。

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
選
で

６
２
６
０
部
の
新
聞
折
り
込
み
手
数
料

が
、約
12
万
円
だ
っ
た
。

陸
上
競
技
場
と
駐
車
場

の
間
に
あ
る
杉
山
で
、
地
権
者
に
相
談
し

て
お
り
、
対
策
と
し
て
は
、
毎
年
所
有
者

に
訪
問
・
電
話
等
で
売
買
の
意
思
を
確
認

し
て
い
る
。
今
後
も
根
気
強
く
交
渉
し
て

い
く
。

大
変
わ
か
り
や
す
い
と

感
じ
た
。
次
年
度
の
作
成
に
向
け
て
検
討

す
る
。

町
で
は
統
計
を
取
っ
た

こ
と
は
な
い
。
現
在
使
用
し
て
い
る
町
民

所
得
は
、
県
の
統
計
調
査
課
が
、
県
内
市

町
村
か
ら
提
供
を
受
け
た
デ
ー
タ
な
ど
を

基
に
、推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

有
権
者
が
候
補
者
の
政
策
等

を
広
く
周
知
で
き
る
方
法
と
し

て
発
行
す
る
事
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
県
内
で
の
発
行
状
況
は
。

問

三
股
町
内
に
お
け
る
、救
急
出

動
の
内
訳
は
。

問

都
城
分
署
と
し
て
救
急
隊
を

設
置
で
き
な
い
か
。

問選
挙
公
報
に
つ
い
て

公
報
す
る
費
用
は
い
く
ら
か
。

問旭
ヶ
丘
運
動
公
園
の
山
林
用
地
交
渉
は

用
地
交
渉
が
済
ん
で
な
い
杉

山
の
一
部
の
対
策
は
。

問絵
で
見
る
三
股
町
の
く
ら
し
を
作
成

し
て
は町

の
概
要
を
絵
で
見
る
事
で
わ

か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

問

町
民
の
平
均
所
得
金
額
は

統
計
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

問

▲都城北消防署
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一般質問

福 田　新 一  議 員

平成30年度施政方針について

役場内の報告・連絡・相談の励行

質
　
問

町
　
長

五
本
松
公
営
住
宅
跡
地
に
つ
い
て

「
健
康
と
賑
わ
い
と
交
流
の
拠
点
」と
の

観
点
か
ら
整
備
す
る
方
向
だ
。

　
子
育
て
支
援
の
更
な
る
拡
充
、
学
力
の

向
上
支
援
な
ど
検
討
し
て
い
く
。
農
畜
産

の
振
興
、
地
場
産
業
は
じ
め
、
六
次
産
業

化
と
活
性
化
に
寄
与
す
る
。
役
場
内
で
の

報
告
・
連
絡
・
相
談
を
徹
底
し
、
思
い
を

伝
え
る
。

施
設
貸
し
出
し
は
教
育
課
で

把
握
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
も
年
々
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
今
後
い
ろ
ん

な
形
で
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

キ
ャ
ン
プ
等
に
つ
い
て
は
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
も
考
え
た
い
。

み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ

マ
ま
ら
そ
ん
、
ま
ち
ド
ラ
、
も
の
づ
く
り

フ
ェ
ア
な
ど
に
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
地
区
座
談
会
で

説
明
し
、
民
泊
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た

い
。

第
７
期
介
護
保
険
料
は
月
額

６
３
６
０
円
を
予
定
。

※�

第
７
期
…
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）訪
問
介
護（
ヘ
ル
パ
ー

に
よ
る
身
体
介
護
や
生
活
援
助
）の
給
付

費
の
増
加
が
要
因
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
プ
ラ
ン
を
立
て
、

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
。
自
立
に
向
け

た
適
正
プ
ラ
ン
が
大
事
で
あ
り
、
検
証
が

必
要
で
あ
る
。

介
護
保
険
の
利
用
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
、
介
護
予
防
の
推
進
、
元
気

な
高
齢
者
と
、
鋭
意
努
力
し
活
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

議
会
広
報
委
員
会
よ
り

訂
正��

前
号（
90
号
）に
お
い
て
間
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　

 

90
号
6
ペ
ー
ジ　
中
段
9
行
目　

　
　

�

誤
／
農
業
改
善
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

�

↓

　
　

�

正
／
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

旭
ヶ
丘
運
動
公
園
に
つ
い
て

８
年
目
の
施
政
方
針
を
ふ
ま

え
て
、
役
場
職
員
の
、
一
歩
前
へ

踏
み
出
す
意
識
が
必
要
だ
。各
課

の
意
思
統
一
を
、ど
う
図
る
か
。

問

旭
ヶ
丘
運
動
公
園
野
球
場
に

韓
国
建
国
大
学
野
球
部
が
２
年

連
続
で
１
ヶ
月
の
キ
ャ
ン
プ
に

来
て
い
る
。町
民
に
キ
ャ
ン
プ
状

況
の
情
報
も
流
し
て
は
ど
う
か
。

問

民
泊
新
法
に
つ
い
て

６
月
15
日
に
民
泊
新
法
施
行
。

宿
泊
施
設
の
な
い
本
町
と
し
て

は
効
果
的
に
勧
め
る
内
容
で
は

な
い
か
。

問介
護
保
険
料
に
つ
い
て

第
６
期
介
護
保
険
料
月
額

５
９
０
０
円
で
県
内
３
位
だ
が
、

第
７
期
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

問

保
険
料
高
額
の
内
訳
と
理
由

は
何
か
。

問
見
直
し
す
る
点
は
ど
こ
か
。

問

▲旭ヶ丘運動公園
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研修報告

　白石町は、人口23,465人、議員数16人で、平成17年にほ
ぼ同規模の3町が合併した町。それ以来議会改革が続いていま
す。白石町は直近の町議選の投票率が74.58％でした。（本町の
直近の町議選は49.69％）
　また、議会傍聴者も多く、傍聴席が1.5倍に増席されました。
　新庁舎には、町議会と町役場の文字が並列で大きく表記され
ています。

議会運営委員会視察研修報告

　御船町は、人口 17,259 人、議員数 14 人で、
地震の復興がまだ途上であり、その様子が各地
で見かけられました。　　　　　　　　　　　　
　御船町の議会基本条例は九州で最初に制定さ
れ、本町の同条例を制定する際、お手本となりま
した。御船町は、同条例制定後、議会改革がずっ
と進められています。
　現在では町民や有識者に議会モニター、アド
バイザーになってもらい議会の現状について改
善点をアドバイスしてもらっているということ
です。

（御船町消防団第一分団二班の消防車庫）

　
議
会
の
一
層
の
活
性
化
を
進
め
る
た
め
に
、
本
町

と
同
規
模
の
佐
賀
県
白
石
町
と
熊
本
県
御
船
町
の
二

つ
の
自
治
体
を
視
察
し
、
研
修
し
ま
し
た
。

●
日
　
程
／
平
成
30
年
1
月
29
日
～
30
日

●
参
加
者
／
委
員
6
名
・
事
務
局
職
員
1
名
～
計
7
名

議会基本条例は、地方議会のあり方を見直し、活発な論
議を促すのが目的で制定され始めたものです。両自治体と
も、その先進的な試みをされ、各地からの視察を受け入れ
ています。

私たち三股町議会も現在進めています議会改革に、今回
の研修を活かそうとして、勉強会を重ねています。
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議会アンケート結果
（H30年第 2回（3月）議会から傍聴の方々に対して、ご協力をお願いしています。）
○傍聴者数	 27 名
○感想、ご意見	 ・知らないことを学ぶことができました。（70歳代女性）
	 ・傍聴者が少ない。（70歳代男性）
	 ・議長は答弁者には名字を頭に付けて言ってほしい。（70歳代男性）
	 　（例）福祉課長　→　○○福祉課長

こ
ん
に
ち
は 議
会
で
す

　
 N
o .91

平
成

30年
5月

15日（
N

o.91）　
■

発
行

/
三

股
町

議
会

　
〒

889
-1995 宮

崎
県

北
諸

県
郡

三
股

町
五

本
松

1-1　
TEL.0986-52-9310　

■
編

集
/

議
会

広
報

委
員

会
　

14

編 

集 

後 

記

新
燃
岳
が
、
約
７
年
ぶ
り
に
噴
火
い
た
し

ま
し
た
。
農
作
物
な
ど
の
被
害
や
生
活
に
支

障
が
出
な
い
か
心
配
で
す
。
行
政
か
ら
の
一

層
の
手
だ
て
が
出
来
な
い
か
、
議
会
か
ら
も

気
を
配
っ
て
い
き
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
卒
業
式
・
入
学
式
が
あ
り

ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
将

来
に
希
望
の
持
て
る
社
会
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
未
来
の
た
め
の
町
の
予
算
が
、

１
０
３
億
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
予
算

の
執
行
で
い
い
の
か
、
公
正
公
平
に
執
行
さ

れ
て
い
る
か
、
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課

題
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
議
会
で
す
。」
も
今
回
で
91

号
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
方

の
知
る
権
利
、
議
会
の
知
ら
せ
る
義
務
を
肝

に
銘
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

町
側
と
善
政
を
競
う
た
め
に
も
皆
様
方
の

ご
意
見
等
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
（
指
宿
）

委
員
長福 

永
　
葊 

文

副
委
員
長楠 

原
　
更 

三

委
　
　
員山 

中
　
則 

夫

委
　
　
員指 

宿
　
秋 

廣

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

発
行
責
任
者
／
池 

邉
　
美 

紀

三股町に視察に来られました!!
平成29年度に、遠くから研修に来られた議会の方々を紹介します。

長 崎

茨 城

富 山

長崎県大村市議会	（8名）

茨城県利根町議会	（12名）
①ネットなお仕事誘致・創出事業
②地域おこし協力隊
③ブックスタート・ウッドスタート事業　　
④ファミリーサポート事業

富山県滑川市議会	（8名）

①人口増加の要因
②移住定住の施策

①コミュニティバス
　「くいまーる」について
　※なぜ、町営としたのか。
　　財源・乗客数・バスの台数
　　運行ルート、運賃体系

目	

的

目	

的

目	
的

※写真後段左端の方は、三股町出身の石山議員(旧姓 桑畑)です。

●人口95,647人／議員数23人
●平成30年1月16日来庁

●人口16,402人／議員数12人
●平成30年1月24日来庁

●人口33,288人／議員数14人
●平成30年2月8日来庁


